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資料紹介 ニホンジカの頭骨標本の

神奈川県立生命の星・地球博物

館(以下、博物館と呼びます)に

は、「国内で唯一JI最古」などの
形容調のついためずらしく貴重

な標本がたくさんありますが、ひ

とつひとつはめずらしくなくて

も、複数集まって価値を持ってく

る標本もあります。今回紹介する

ニホンジカの頭骨はそのような

楳本です。ここでは、これらの標

本が博物館に集まるようになっ

た経緯と、この標本を使って現在

進行している研究について紹介

したいと思います。

これまでの収集の経緯と今後の

方針

博物館のニホンジカの頭骨標

本はほとんどが丹沢山地のもの

です。丹沢のシカは狩猟や有害

駆除のターゲットとなり、保護区では

生息環境が悪化しているため、その生

息状況は厳しいものです。また、シカ

が森林に与える被害も深刻です。総個

体数や性年齢構成が不明のまま、有害

鳥獣駆除や狩猟が許可され、しかも捕

獲個体の年齢や体格、栄養状態等の情

報を把握するシステムさえ不完全で

す。とのような状況は、 一刻も早く改

普ーされなければなりません。そのた

め、適正な保護管理計画がたてられ、

早急に実行されることが望まれます。

しかし、具体的な計画をたてる基礎と

なるデータが不足しています。

そこで、主として県立自然保護セン

ターに収容された救護個体を中心に、

野生動物の捕獲地や体格 ・臓器重量 ・

脂肪蓄積等に関する情報を共有化し

ていくプロジェク卜が始まりました

(野生動物に関する情報交換会)0 1997 

年より始まったこの交換会は、県立自

然保護センターを中心に組織されて

Lミます。自然保護センターに収容され

た救護個体は死亡後センターで解剖

され、各サンプルが担当各機関へ送ら

れます。そして、解析後のデータは再

び自然保護センターに集められ管理

されます。集められたデータは研究や

収集と利用 広谷彰(外来研究員)

博物館に収蔵されるニホンジカの頭骨傑本.

保護管理計ー画の立案が今後スムーズ

になされるように、定期的に公表され

ます。このプロジェクトの一環として

博物館では、頭骨標本をつくり、保管

する作業をしています。現在、約150

頭分の頭骨があります。

標本の利用

これらの標本を利用しておこなった

研究をひとつ紹介したいと思います。

私は雄シカの体の大きさとそれに対す

る角の大きさを調べてみることにしま

した。生息環境の変化にともなって、昔

と今のシカの体格や角の大きさになん

らかの相違があるかもしれません。こ

こでは研究の内容については詳しく述

べませんが、環境条件や角の進化とか

らめていくつかの仮説をたてて頭骨や

角の測定をしています。予測通りの結

果が得られるかはまだわかりません

が、測定をしながら思ったのは、昔の標

本がもっとたくさんあればということ

でした。そうすれば現在と過去で、より

正確な比較ができます。しかし、以前の

ものはそのときどきの経緯で集めたも

のであり、また研究分野によってどの

ような標本がどの程度必要かは異なる

ので、これはやむをえません。乙れらの
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経験は今後どのような方針で資料を収

集するかを判断する子がかりになりま

す。また、現存する資料をいかにうまく

活用するかは、研究をする側の工夫に

かかってきます。

一般的に標本数が多いほど研究の

テーマが広がり、結論の信頼性が増す

とはいえ、収蔵スペースには限りがあ

ります。しかも、昔のものほど希少で

すから、古くなったから処分するとい

うわけにはいきません。現在、情報は

ますます圧縮され、小さな電子メディ

アに百科事典がおさまってしまう時

代ですが、博物館の資料はなんといっ

ても現物が価値をもちます。そこで、

将来を視野に入れた効率的な収集方

針と有効な利用にむけての情報の公

開がぜひ必要になります。
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